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東南アフリ

カ事情③

エチオピアの現状と鉱物資源

高橋清(技術部)

��獨楔����

コ｡はじめに

†イル八

エチオピアはわれわれ日本人には海

､8

大変わかり難い国である｡エチオピ

アは昨年(1984年)9月12目に革命Nげ

十周年を迎えた､1974年の大写魅

を契機に軍部が反乱ハイレ･セラ

シュ皇帝を追放した後ソ連に密着

した共産軍事政権を樹立し厳しい杜

Nパ

会主義路線を歩んできた.首都ア

ジス･アベバの日本大使館前のマス

､カラム広場(別名輸広場)には匝乗オピア

マノレタス･エンゲルス･レｰニンのアピヲニァ高原

三大杜会主義指導者の大きな肖像がN5｡

掲げられソ連･東ドイツなどの東

側の有力指導者達を招き数百万ドル

をかけた十周年記念行事を賑やかに

成功させ社会主義国として確固た

る体制を築き上げたかのようにみえ第1図エチオピアの位置図

る.

もう一つのエチオピアの顔は北部のチグレ･ウオロ

州の飢餓難民の救援を声高に叫ぶ｢早魅国エチオピア｣

である｡ところが古い紀行文を読んでみると乾期には

こ.の地方では水･食糧を求めて毎年住民の大移動が行な

われていたようである･例えばr低地帯は渇水と飢餓

の街道でもある.道には子どもや女性カミ200mおきに

一列横隊になって土下座している.腹を叩いているの

はおなかがすいたということを知らせたいのであろう.

喉を叩いているのは水をくれという懇願である.

中略……このような光景は50キロ以上もつづいた.｣(松

枝張1976.エチオピア絵目記岩波新書974.より)

この地方の恒例の住民の大移動を西側の救援物資獲得

のために利用しているふしがある.このような飢餓キ

ャンペｰンをきき覚悟を決めてアジス･アベバを訪れた

人達は革命前と全く同じく西側の商品･日用品･食料

品等あらゆるものがいつでも手に入るのに驚いてしま

う.

筆者は南はケニア国境近くまで酉はウォレガ州のス

ｰダン国境クノレムクまで旅をする機会があったが安宿第2図アジスアベバの表通り
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でも食物に津事欠かずビｰルに至ってはどんな寒村の小

さな店にも豊富にあった.アジス･アベバにはrマル

カｰト｣と呼ばれるアフリカ最大のマｰケットがあり

多くの商品は社会主義的流通機構を通らずほとんどが

密輸品である･政府はこの非社会主義的自由市場を全

く規制せず国の流通機構の不備を補い首都の物不足を解

決しているとρことである.

英国人はエチオピアのことを“pretendednatiOn"と

呼びすべてがpretendの精神にみちているという.

rうまく人をだませぱそれは善である｣というエチオピ

アの格言を引用しエチオピア人と話しをする時は先

づその裏を考えるという.ある日英国国営放送BBC

がr英国赤十字から送られた救援物資がオガデンのキュ

ｰバ軍に送られている.このような“pretendednati-

On"に救援物資を送る必要はない｣と叫んでいたのを憶

い出す.

筆者の勤務していた国連東南アフリカ鉱物資源開発セ

ンタｰ(ESAMRDC)の所長と域内国雇傭専門家の一人が

第4図アジスアベバの裏所有名なトタシ屋稜の家並みが目立つ∴

アの景色が変ったとまでいわれた.

1985年11月号

婁･{､

瀦/舳

トタン板は日本鋼管系の工場で大量生産されエチオピ�
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幕橋清

第1表

年

エチ方ピ7の略史

AC1世紀

3世紀

15世紀

1895年

1930年

1935年

1941年

1952年

1958年

1961年

1962年

1970年

ユ972年

1974年

ユ975年

1977年

1978年

1984年

できごと

アクスム王国として栄える｡

キリスト教入'る｡

ポルトガル人により､ヨｰロッパにその存在を知られる｡

第1回エチオピア戦争､1896年イタリア軍をアドワで破る｡

ハイレ･セラシエｰ世知位｡

イタリアが再びエチオピア侵攻｡1936年アジス･アベバ陥落､皇帝は英国へ亡命｡

第2次大戦勃発により英国軍がイタリア軍を駆逐､皇帝アジス･アベバに帰還｡

旧イタリア植民地･エリトリア地域の国連付託｡エチオピアはエリトリアと連邦結成｡

エリトリアで自治権擁護のためゼネラル･ストライキ､エリトリア解放戦線(ELF)結成｡

独立運動のためELFの武力闘争開始｡

エチオピア政府はエリトリアを併合､14番目のリ1ト1とした｡

ELFからエリトリア人民解放戦線(EPLF)分裂｡

エチオピア政席はアフリカ統一機構(OAU)の設立｡アフリカで最初の国連安保理事会招致

など国際的に活躍｡

9月12日､ハイレ･セラシエ皇帝退位｡臨時軍事行政評議会(アムハラ語でデルグ)は同日

臨時軍事政府樹立｡

ユ2月､社会主義路線をとる旨宣言｡

1月･金融機関国有化､2月･企業の国有化､3月･農地国有化､7月･都市の土地･貸家

国有化｡

ソマリア軍､西ソマリア解放戦線(WSLF)解放のため､エチオピア･オガデンヘ侵攻｡

ソマリア軍敗退｡以後ソマリアとの紛争続く｡ソ連､エチオピアヘ武器､軍事顧問団､15,OOO

人のキュｰバ軍派遣｡ソマリアよりソ連軍事顧問団3,OOO人退去｡エチオピア軍とエリトリ

アにてEPLF･ELFとの戦い続く｡

この問にチグレ人民解放戦線(TPLF)結成､チグレ州の自治獲得闘争｡

エチオピア革命十周年記念行事開催｡

画

人

政

工

積

口

語

治

1人当りの

国民所得

文化

経済

人種

チオピア英和国(臨時軍事政権)

1,235,OOOkエn2(日本の約3倍)

3,260万人(80年国連推計;国勢調査は行なわれていない)

アムハラ語が公用語｡

メンギスツ中佐を議長とする軍事委員会が最高機関､文民中心の閣僚評議会がこれを補佐､

議会なし｡

130ドル(79年世界銀行統計)､世界最貧国10ヶ国のひとつ｡

コプト派キリスト教､回教､伝統宗教によって人口は3分される｡

小学校就学率約10%､文盲率は高い｡

国民総生産84億ビル(80年国際通貨基金統計)｡1ビル=O.48米ドル｡

輸出の80%がコｰヒｰ｡

アムハラ族(現在の支配部族約15%)､ガラ族(約50%)､チグレ族(約15%)､ソマリ族(オ

ガデン地方10%)､アファｰル族(アファｰル地方10%)ほか｡

エチオピア人で彼らのある意味でのしたたかさに悩ま

された.また所長の意向でエチオピアヘは4回訪れ

る機会があり上記の英国人の言葉をおもい出しなカミら

独りでニャニヤすることカミ多かった.

エチオピアの外貨の稼ぎ頭はコｰヒｰで輸出高の約

80%を占めている.鉱産資源は乏しくしかも主要な

鉱床が長く紛争の続いているエリトリア地域にあるため

鉱産物は国内総生産の1パｰセントにも満たない.金

属鉱床の胚胎している先カンブリア時代の基盤岩類の大

半は第三紀に活動したトラップ系の厚い台地玄武岩溶岩

に覆われていることも鉱床の開発をむつかしくしてい

る原因となっている.

地質ニュｰス375号�



東南アフリカ事情(3)

一47一

地質ニュｰスには革命前のエチオピアの紹介が数多く

なされている(第123号,1964年;第151号,1967年;第!80号,

第ユ82号,第183号,1969年;第208号,1971年)ので革命後の

この国の人々の生活事情を比較するのに役に立つ.帝

国から共産軍事政府に政権は変っても一般庶民の生

活･考え方は余り変っていないようである･有名なブ

ンナベット(コｰヒｰショップ兼いろいろ)はアジス･ア

ベバには相変らず無数にあり地方に出てもブンナベッ

トだけは事欠かない.

またアジス･アベバの交叉点に止まる車にrゲタッチ

ョ｣(旦那様)と手を出して群がる乞食も音とちっとも

変らない.

現在エチオピアは世界最貧十ケ国の一つである｡

2.エチ才ピアの現状

エチオピアの乏しい外貨のほとんどは20年来続いて

いるエリトリア独立運動のゲリラ(EPFL,EFL)との戦

いとソマリアとの紛争のために軍事費として使われて

いる.ソ連からは石油の95%が輸入され戦争で使わ

れる戦闘機から戦車まであらゆる物資がソ連の援助であ

りその負債総額は30億ドルに達しているといわれてい

る.軍事政権の議長であるメンギスツ中佐の訪ソでソ

連側はこの借金の返済を迫ったが中佐は逆に援助追加

を要請したといわれる･中東をにらむ戦略重要地点で

ありアフリカで数少なくなった同盟国のエチオピアと

はソ連は手を切れない状態なのであろう､ソ連のロ

ス･オリンピックボイコットにエチオピアは同調したが

ボイコット程度で借金が棒引きになり引き続き多額の援

助を引き出せるなら安いものであろう･

エチオピアの｢将来10ケ年計画｣は食糧自給経済発

展を目標とし予算額を約150億ドルに設定している.

しかしこの計画の実現は西側の投資技術協力を大前

提とした無手勝流でヨｰロッパ共同体(EEC)西独

イタリア英国スウェｰデンなど欧州先進諸国と折衝

を行なっているしたたかさである･ソ連東欧諸国

キュｰバの援助は武器･略戦物資･軍事専門家の派遣で

経済発展のための投資･援助は行なわないのカミ通例であ

るので戦争を伴なう革命が終って建設段階に入ると多

くの国は西側を内かざるを得ないのだろう.エチオピ

ア人は｢ソ連はエチオピアから金とコｰヒｰを持ち去る

から国が貧しいのだ｣といっている.これはソ連の30

億ドルにも及ぶ軍事援助にくらべれば物の数ではない額

に違いないがエチオピアの民衆はそのことを知らされ

ていないのであろう･多額の軍事費を使わざるを得な

いエリトリア独立運動とソマリアとの紛争について簡単

に述べてみよう.

第5図南部の街道でとうもろこしを売るガラ族の少年達

1985年11月号

エリトリア独立運動

エチオピアの歴史はアジス･アベバを中心に住んでい

るアムハラ族とエリトリア･チグレ地方のチグレ族との

第6図西部の街道筋の町町の入口には遮断機があり

少年少女が警備している.タクシｰは馬車.

第7図地方のブナンベットの女性達�
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高橋清

二大支配部族の争いの歴史だといわれている.チグレ

族の中心であるエリトリアはアスマラを州都としマッ

サワ港をもつエチオピアの第14番目の州である.過去

ユ,200年にわたって外国の支配を受けエチオピアによ

る直接統治を受けたことはなかった･最近では16世紀

から19世紀まで300年以上もトルコの支配を受けエジプ

トがこれに代り1869年にイタリアが貿易拠点とするた

めに進出し1889年にはエリトリア全土を占領し植民地

.とした.1896年イタリアはエチオピアに侵攻しエチオ

ピア領アドワでイタリア軍は破れたがそ1の講和のため

のアジス･アベバ協定でエリトリアをイタリアの植民地

であると確認した.エリトリア側はこの時エチオピア

はその潜在主権を放棄したと受けとっている.イタリ

アはエリトリアを中東･アフリカ市場への雑貨供給の中

心とするために軽工業地帯としアスマラ空港マッサ

ワｰアスマラｰアゴルグッド間の鉄道の建設など巨額の

投資を行なった･アスマラは1900年にイタリアが建設

を始めた町だけにエチオピアでは一番西欧風に整備され

た町である.

1936年イタリアは再びエチオピアに侵攻し翌年アジ

ス･アベバを陥落させノ･イレ･セラシュ皇帝は英国に

亡命した.第2次世界大戦の勃発とともに1941年英国

軍はイタリアをエチオピアより駆逐しハイレ･セラシ

ュ皇帝はアジス･アベバに帰還することカミできた.イ

タリアの植民地であったエリトリアの処分は戦後国連に

付託されその勧告にもとづいて1952年エチオピアはエ

リトリアと連邦を結成したが(投薬は1票差であった)

1962年エリトリア住民の反対を押し切って併合し第14番

目の州とした.以来この併合に反対しエチオピアからの

分離独立運動を続けており(エリトリア解放戦線ELF及

びエリ､トリ7人民解放戦線EPLF)アフリカで最も長く激

しい内戦といわれている.エチオピアはエリトリアと

の戦争は純粋に国内問題であると主張し国連やアフリ

カ統一機構の介入を拒んでいる.

ソマリアとの紛争

1977年までソマリアはソ連と友好条約を結びソ連の武

器で武装しエチオピアは帝国時代に引き続き米国の武

器で武装していた｡ところがソ連はエチオピアヘも武

器の供給をはじめたためソマリアはソ連との友好条約

を破棄し西ソマリア解放戦線(WSLF)とともにオガデ

ンに侵攻した.オガデン地域はソマリ族の居住地で

石油･天然ガスの徴候地でもあったためそれ以来断続

的に激しい戦いが国境付近で続いでい令｡約15珪000人

のキュｰバ軍がオガデン地域に駐屯しソ連の石油･天

然ガス探査を助けているといわれて1いる･現在エチ

オピアはソ連の武器ソマリアは米国の武器で武装し10

年前とは逆になっている.

北部のエリトリアチグレ東部のオガデン地方を除

いては大変治安もよく地方事務所で通行許可をとると自

由に旅行することができる.しかし各村落の入口に

第8図南部の街道筋の定期バスの乗客達

第9図雨期のエチオピアは靴みカミきが大繁昌

第10図西部のガラ族の農民

地質ニュｰス375号�
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は遮断機がありソ連製カラシニコフ突撃銃をかまえた

少年少女達が車を止めるのには参ってしまった.少年

義勇隊とのことで純粋なだけにいつ怒り出して撃たれる

のではないかと遮断機がある度びにヒヤヒヤしていた.

中央部の湖水地帯西部南部は物資もかなり豊かで

新聞で報道されているチグレ･ウオロ州の飢餓地獄は想

像できない程平和であった.なおこれらの地域は農耕

に従事するガラ族の居住地域である.

1974年に軍事政権を確立してから1975年にはソ連や

東欧の政府が驚くほどの社会主義的変革を行なっている.

1月の金融機関国有化2月の企業国有化3月の農地

国有化7月の都市の土地国有化と貸家の国有化である.

企業の国有化では多くの日本企業が国有化されエチオ

ピアの景観を変えたとまでいわれていた日本鋼管系のト

タン板工場も含まれていた.農地の国有化は他の社会

主義国でみられるように農民の生産意欲の著しい減退を

招き主食のインジュラの原料であるテフは正式ルｰト

では神々手に入らなくなった､都市の土地と貸家の国

有化は激しい住宅不足が都市を襲い国営企業の生産性

は軒並みに低下していった.アジス･アベバには土地

と貸家を管理する都市住民委員会が数百あり外国企業

や国連に勤務する外国人はその地区の住民委員会に登録

し割り当てを待たなければならない.2DKのアパｰ

トが外国人の場合は1,500～2,000米ドル/月で異常に高

く多くはホテノレでの単身赴任を強いられている(ホテ

ルでは3食ついて1,000米ドノレ/月以下).

3.エチ才ピアの地理と気候

地理

エチオピアとソマリアの位置するアフリカの東北端部

はその形状から｢アフリカの角(つの)｣といわれてい

る.エチオピアの国土は北緯3度15分～18度東経33

度～48度の間に位置し面積は1,222,000km2で日本の

約3倍あり東アフリカ地溝帯の北半に当るエチオピア

･リフトバレｰが南北に走り国土を二分している.リ

フトバレｰ南部は多くの美しい湖が並び北東部の半砂

漢地帯では扇形に開いて海面下90mのダナキル低地に下

降して紅海に至る､リフトバレｰをはさんで海抜2,500

mをこす東部高原地帯と西部高原地帯とに分かれる.

首都アジス･アベバは西部高原地帯の東端に位置し海抜

2,400m～2,700mの高さに町はひろカミっている.アジ

スアベバはr新しい花｣という意味である.高地なの

でマラリアを心配する必要はない.多くの高層のビル

はエレベｰタｰが調子が悪く階段を馳け上ると暫らく口

がきけない程動摩が高まる･国連アフリカ経済委員会

(ECA)のあるアフリカホｰノレの6階コピｰをよくお

願いしたM商社はビノレの7階で訪問する度びに空気の薄

さを思い知らされた.

飢餓地帯として最近問題になっているウォロ州とチグ

レ州は西半分は有名なアファｰ低地(半珍漢)東半分は

断崖の連なる急峻な山地である･砂漠･サバンナ･急

峻な山々少し気象条件が悪いと作物は何もできない地

域である･南部からの食糧の輸送が滞ればたちまち住

民の飢餓がはじまる.乾期になれば南に向って大移動

を行なうのは`'センチュリｰズ"(何世紀)ものことで

さらに革命後アムハラ族が軍事政権の枢要部を占め国

軍の主ガガラ族とともに政務を行ないチグレ族の大半

は職を失ったこともチグレ･ウォロヘの食糧輸送が停滞

している原因であると地質調査所の連中はいっていた.

西部高原地帯は数千メｰトノレにも及び厚い第三紀トラ

ップ･シリｰズの玄武岩溶岩が主体で侵食により1,000

mをこす深い峡谷を下り高い山を上る繰り返しで地形は

第11図西部スニダン異境クルムク近くでマンゴｰを売る

農民服装はスｰダン風である.

第12図西部スｰダン国境アソｰサの近くの集団農場の一部

(いわゆる下放村)このようなわらぶきの家が何千と並ん

でおり壮観である.背景は粗面岩のネック.

1985年11月号�



一50一

高橋清

大変厳しい一西端のスｰダン国境附近は急に高度が下

り狭いながら平野となる･この平野にはr下放運動｣

により都会から集められた数万の青年達のいる集団農場

が点在している･近くの町々には当然のことながら色

とりどりのブンナベットヵミ立ち並んでいる.

気候

北部のアファｰ低地は世界でも有数g乾燥酷熱地帯

南西スｰダン国境ソマリア国境附近の平野部は高温多

湿紅海沿いのマッサワ地域は40.Cにも達する熱帯性

気候である.しかし国民の大半が住む高原地帯は平

均16T～26Tで凌きやすい気候である(アジス･アベバは

10℃～23℃).首都アジス･アベバを含め高原地帯は平

均海抜2,500mで気圧も低く空気中の酸素量も少ないた

め人によっては高山病に似た症状に一脳むこともある.

雨期は6月中旬から9月で豪雨があるが湿気は少ない.

高原地帯は主として火山岩･火山灰の風化土壌で雨に

あうと粘着カが強く壁土のようにねばり車輪に雪だる

まのようにつき車での行動は雨期には極端に制限される.

しかしこのような土質は植物の成育に大変適している

といわれる.

エチオピアの気候は上記のように土地の高度･地勢に

よって大きな差がある.
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第13図エチオピア･ソマリア･東アフリカの地形図
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第14図エチオピア･ソマリア｡東アフリカの地質の概略

エチ才ピア人の常食

エチオピア人はインジェラとワットがあれば満足だと

いう･日本人の米飯と味噌汁のようなものである1

インジェラはコウリャンに似たテフの粉を水にといて一

晩発酵させたものをメゴｰゴと呼ぶ素焼きの大鍋に塗り

つけて焼く.やや酸っぱくお好み焼き風で精製して

いないために灰色である.エチオピア人は世界一の栄

養食品であると自慢する｡ワットは山羊の肉や豆を煮

こんだシチュｰでいろいろな香辛料が入りかなり強烈

な刺激である･山羊のかわりに鶏肉や卵野菜等いろ

いろ種類がある､毎食インジェラとワットではわれわ

れには数目で鼻につくのでフィｰルドにはワットの代

りにトマト･サｰジンとコｰン･ビｰフを持参した.

食後はは砂糖のたっぷり入ったシャイ(紅茶)を飲む.

ブンナベットで女性達がいれてくれるブンナ(コｰヒ

ｰ)はイタリアのエスプレッソ風で大変濃厚で小さな茶

碗についてくれる.

4.エチオピアの地質の概略

アフリカの角(つの)地域の基盤は先カンブリア時代

から古生代初めにかけて活動したモザンビｰク造山(600

土200Ma)を受けた岩石を主体とし一部にキバラ造山

(1100土200M･)を受けた岩石も含まれているかもしれな

地質ニュｰス375号�
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策15図

エチオピア西部の先カンブリア時代の火

山岩･堆積岩累層の露頭エチオピアの

牛の数は人口の約3倍(1億頭)といわ

れる.

≡責111琵給増

い.第14図でみられるように先カンブリア時代の基盤

岩類の露出は一部にすぎず(エチオピアでは約20%)北

部のエリトリア西南部のウォレガケファ南部のシ

ダモでみられるにすぎない.この基盤岩類は現在の東

部高原西部高原をつくったエチオピア･ドｰムと地溝

帯の基盤をつくっている.モザンビｰク造山帯は東ア

灘韮.

フリカではタンザニア楯状地の東側を走り主としてミ

グマタイト高変成堆積岩類からなるがエチオピア･

ソマリアでは変成度の低い主として緑色片岩相の火山岩

･堆積岩累層からなりアラビア楯状地と似ている.し

かし年代測定デｰタが少ないために未だ充分な比較を

することカミできない･エチオピアの金属鉱床はこれら

囮隷藪頁リア時代'片岩'花商岩'

ス

タ劃.
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第17図

エチオピアの地質図(KAzMIN,

1975を簡略化)
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先カンブリア時代の基盤岩中に主としチ_一

紅

て簑㌫地域は大部分が陸化ヅ1島雛海

し剥削され南部アフリカでは有名な〆薗､一､2屈

カルｰ系の陸成堆積物･玄武岩類が古

生代末から厚く堆積している.しか

アデン湾

しエチオピアでは中部地域に小規模

㌫鴛鷺㍗層の下位⑤ぺ一絆…

アフリカの角地域では三畳紀末(約

200M･)に大規模な海進カミ始まり酉に

進んでソマリアケニア北東部エチ⑥国

亀

オピアの大部分を覆いジュラ紀末まで負⑤③

続きアラビア南西部まで拡がった.⑥4

この海進により各処に陸成河口海浜d

�最

堆積性砂岩が堆積し石膏浅海性石ε%

驚烹ぶゴ燃薄㌻｢

鴛㌃1鷺鴛とン､図搬難繍イト

ユアニ鴛退二ζ;二鴛鷹ケ哩亨圃玄武岩(第四紀)

石灰岩の堆積は砂岩に代わり堆積物の.､げ図鶴騨賂ブライト

移動は北東及び南東方向に変った醐フ1ノラ//(上部中継)

魚1影劣麓虻醤㌶

夕､･姦･'･

鴛千がニニ鴛鴛写真ノ余･鋒0等400

珊.O'

に向って急斜している.ハラルゲ州

オガデン地方の中生代堆積層中には各エチオピアｰ}ケニア

処にガス徴がみられまた一部には油濃て箒山岩類1

徴も発見された.現在ソ連の石油探

第四紀玄武岩

章二;ごてニニ㌣域の石油'ガス探濃灘世イグニンブライト1舳

中新世フォノライト

白亜紀末まで全く静穏であったこの第三紀玄武岩

地域は準平原化していたがマントル

lIllゴ1

･プルｰムかホットスポットか何らか250,000200.000150,0ρ0100.00050.000050,O00k“

の原因で大陸地域に隆起が起り(造陸第18図

運動)漸新世に入って上昇地域に莫大エチオピア･東アフリカの主要火山岩類分布図(BAKER,M0HR･ndWILLIAMs,

な量のアノレカリ玄武岩とその分化生成1972)及び火山岩の量の概算

物の割れ目噴火が起り厚さ2,000～3,000mの広大な玄S｡｡i･｡)と呼ばれている.トラップ･シリｰズの活動

武岩台地をつくった.この玄武岩台地はエチオピアか後中新世初期にエチオピア･ドｰムアデン湾を中心

らアラビア南西部まで拡がりトラップ･シリｰズ(T｡｡pとして大陸地殻の分離がはじまりソレイアイト質玄武

地質ニュｰス375号�
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号(海嶺型)の噴出があった(22.5Ma).ややおくれて中

新世に入って現在のアフリカ地溝帯ではフォノライトで

特徴づけられる大横規なアルカリ火山岩の噴出があった.

この時期にそれぞれのドｰムの頂部近くに不完全なが

ら地溝を生じ粗面岩質のイグニンブライトがこれを埋め

ドｰムの上昇を続け鮮新世末期には西側を正断層で境さ

れた地溝構造がつくられた.(第20図)

紋海が中新世に始まった大陸地殻の分離によって形成

されたものとしてアフリカ大陸とアラビア半島を復元

すると紅海の南端にあたるアファｰ低地は紅海をはさ

む両岸の海岸線が互いに深く重なり合ってしまう.ア

ファｰ低地の西縁と南縁を限る断層帯の位置は対岸のア

ラビア半島の海岸線とぴったり一致する.現在アファ

ｰ低地は陸化しているが多分紐海の一部であったと考

えられている･このアファｰ低地の陥没も紅海の中軸

帯の形成期とほぼ同時期でこの陥没期に莫大な量の玄

武岩溶岩(アファｰ･ストライド･シリｰズ)の噴出があり

過アルカリ酸性火山岩や海嶺ソレイアイト的な性質をも

った玄武岩の活動がこれに続いた.海嶺ソレイアイト

的な玄武岩はアファｰ低地の中軸帯の火山灘より噴出し

紅海中軸帯の海嶺ソレイアイトの活動とくらべられてい

る(第21図).

アファｰ低地は世界でも有数の酷暑地帯で海水準面以

下の地域も多くしかも多くの活火山が活動しており

つい二十年前までは未知の秘境であった.TAzIEFF博

士をリｰダｰとするフランス･イタリア調査団により

地質･地球物理･地球化学を含む総合調査が1967年より

始まり全貌が明らかにされた.BARBERI及びVARET

の伊･仏の両博士はアファｰ低地の火山岩類の研究によ

り国際火山学会より｢Wa1kerPrize｣を1975年に授与さ

れた.1969年には英国王立協会の主催でr紅海の地殻

構造と地史的性質｣に関するシンポジウムカミ関かれ(FA

Lc0N,GAss,GIRDLER&LAUGHT0N,ed,1970).また西独

6･;“珊

地中海宇

スｰダン

､主タ鳴､､

�

'oくぐ･

くx

アラビア

洋

度

印

凡例

○湖､

･1二二癬徽昌11フ/帯

し｣].隆起ドｰムの末端

1紅海ドｰム

2エチオピアドニム

3束アフリカドｰム､

4マラウィドｰム､､

第20図白亜紀末から第三紀初頭にかけてのドｰム状隆起

このドｰム状隆起により地殻の割れ目ができリフト帯を形成

した(GAss1970より)

のジェオダイナミックス･プロジェクト(GDP)のフィ

ｰルドにアファｰ低地を選びその成果は1974年西独の

バッド･ベノレクツァベルンで行なわれた｢アファｰ･シ

ンポジウム｣で公表された(PILGER&R6sLER,ed,Vo1.

1.エチオピアのアファｰ低地,1975;Vo1,2.大陸と海洋の間

灘

灘朝

第19図延々と連なる台地玄武岩(トラップ･シリｰズ)バコ附近
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第21図

アフロｰアラビアリフト

帯周辺の火山活動の対比

種々のソｰスより編集

(高橋清1979;地質

ニュｰスNo.294より)

地質時代と��地域的�ケニア･��エチオピア高原�イエメンおよび��

����リフト帯�およびアフアｰ低地�サウジ･アラビア�地域的�

年代(Ma)��火山活動�(KING,1972)��(MOHR,1975ほか〕�(COLEMAN,1975跡〕�構造運動�

完新世����t�t欝�tt灘��

�愉����

最新世������B��

������

�����B�アデン�アラビア�紅海の

鮮新世�����アファｰストラトイト�ハラット�断裂形成�

�5�過アルカリ��t��H�B�

��火山活動���t���

�����

�����

中新世�10����州チョラフ層州���

������

���Ph���固��

�20��B��エ手才ヒ7･トラ.･プ･シリｰズ�ジてバル･アノテイルフ�大陸地殻の分離�

�22.5����テマベル�鰯�(アデン湾)�

��峨���ll｡誰/���

�����アラジ���

漸新世��アルカ1〕���r�イクとンフライト��

�30�トラッブ･シり一ズ���B���

��火山活動���アイバ�□イェメン･トラｰ･ブシｰ｣一ズァ.シラ･ト火1｣j岩�地殻の隆起�
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�65����.鰯アシャンギ幻w�造陸連動��

□�:アルカリ岩系�B:アルカリ玄武岩���t:粗皿f岩Pパフォノライト���

霞������r:アルカリ流紋岩��

��:ソレイアイト岩系B:ソレイアイト玄武部Mド100万年������

第23図

アファｰ低地のブロック･ダイヤグラム(W.MEY駅,1974

より)

第22図皿チオピアりフト帯の湖水地帯ヅジイ湖の景観

昭和新山より,みた洞爺湖の景色を思い出させる.
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夕

⑫A

ら

ユ2'

1アラビアオ層状地

2モザンビｰク帯

3ザンベジ帯

4マルメズバリ帯

5ガリェプ帯

6夕}ラ帯

7カタンガ帯

8西コンゴ帯

9タバメヤン

10ファルシアン

11モｰリタニア帯

12レケライド

13チリリン帯

A=西アプリ'カ剛塊

B=コンゴ剛塊

C三カラハリ1剛塊

D=東サハラ剛塊

�

�

�〰に�

ブリア末

域

ブリア末

地域

リガ期の

用による

域

汎アフリカ期の

囚

熱的作用を受けた

地域

第24図

先カンブリア時代末から古

生代初頭にかけて(約1100-

450Ma)汎アフリカ造山を

受けた地域(KR6NER,

���

のアファｰ,1976).

1974年の革命により軍事政権となってからは援助国

による鉱床探査･開発UNDPによる地質調査所の強化

と地域調査ヨｰロッパ共同体(EEC)による地熱開発調

査が行なわれているに過ぎずアファｰ低地の学術調査

はこの十年間中断している.

5.エチ方ピアの鉱物資源

エチオピアの金･白金を含む金属鉱床はすべて先カン

ブリア時代の基盤岩中に胚胎している.エチオピアの

先カンブリ'ア時代の岩石はアラビア楯状地と同様な島弧

型(Ini宇ia1帥Sr/86Sr比0,701～0,703)で600土200Maのも

のか汎アフリカ造山の熱的作用を受けた古期岩類の再

生地域(ダマラ地向斜型)のものかはっきりしない(第

24図).エチオピア北部のエリト.リア地方の先カンブ

リア時代の火山岩類花商岩は低いInitia18･sr/86sr比

をもち年代も約700Maであり火山岩･堆積岩累層

中の金属鉱床はアラビア楯状地の同時期の金属鉱床とよ

1985年11月号

く似ておりこの地域はアラビア(島弧)型と考えられ

ている.しかし西部のウォレガ南部のシダモの先

カンブリア時代の岩石はどちらに属しているか良く判ら

ない.現在UNEScOのGeotraverse計画の一環とし

てr中央アフリカ王立科学博物館(ベルギｰ)｣のKLERKx

博士を中心としてRb-Sr年代用の試料採取中である･

しかし先に述べたようにエチオピアの先カンブリア

時代の基盤岩類の大部分の分布地域は厚く広大な第三紀

トラップ･シリｰズの玄武岩溶岩その後のアルカリ火

山岩溶岩に覆われ火山岩台地の下の探査を行なうこと

は不可能に近い.

古生代末から中生代の堆積岩層では三畳紀の砂岩が

アジス･アベバの西のアンボ附近で建材として使われて

いる.東部ハラノレゲ州オガデン地方ではガス徴･油徴.

がジュラ･白亜紀の石灰岩･砂岩･蒸発岩累層中に認め

られ現在ソ連チｰムが大規模な探査を行なっている･

エシトリア地方海岸部のマッサワ北部地域の中生代堆積

岩層の石油探査はかってモｰビル石油により行なわれた�
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第26図エチオピア･リフト帯湖水地帯アルツ火山小カルデラでの地熱探査試錐(EECの援助)
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アスマラ
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叶タナ湖

南解舛苓

ユブ拝

a)先カンブリア時代基盤岩類分布地域

○アジスアベバ

曽｡
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b)金鉱床分布図

㌫ぷ

･へ:一

　

西エチオピア(ヴォレガ〕

＼超撒111鮒借

C)銅･鉛･亜鉛(金)鉱床分布図

第27図会及び非鉄金属鉱床分布図

a)基盤岩類b)金鉱床｡)鋼･鉛･亜鉛(金)鉱床(UNDP.未刊ファイルより)

が不成功に終っている.

中生代の石灰岩はセメント原料として各処で採掘され

ディレ･ダフ(DireDawa),ムゲル(Mugher)の採掘場

よりアジス'アベバのセメント工場に送られている.

アファｰ低地の岩塩は音から貴重な塩の供給源として

主としてダロｰルの南約20㎞のアザｰル(Ass･1)附近で

採取され数百頭のラクダでエリトリアの首都アスマラ

をはじめエチオピア各地に運ばれていた･イタリア

は第二次大戦前ダロｰノレ(D･1101)で硫黄･岩塩の採

掘を行ない大戦後米国のパｰソンズ鉱山会社はダロ

ｰル陥没地で約10,000km2のカリ採掘のための鉱区を

とり探鉱後1966年よりカリ鉱(主としてシルバイト,

sy1vit･,Kc1)を約60万トン/年出鉱したが革命により国

有化され現在はエリトリア人民解放戦線の勢力範囲に入

りエチオピア政府はダロｰルに近付けない状態である.

アフリカで有数の火山国であるエチオピアはアフリカ

第一の潜在地熱資源国である.国連により地熱資源

探査が1972年より行なわれアファｰ低地のテンダホ

(T･nd･h･),湖水地帯のアルツ(A1utu)地熱徴候地が

開発の可能性ありとされ現在アルツではヨｰロッパ共

同体の援助により深度1,500mの探査用試掘井が5本掘

られまたテンダホではイタリア探査チｰムの地表精

査が始まったところである.

(1)金

エリトリアがエチオピアに併合されてから初生鉱床

からの金の産額はエリトリアが第一位で西部のウォレ

ガ鉱床区からのものがこれに次いだ.砂金は南部のシ

ュ985年11月号

タモ州のアドラ金鉱床区エリトリアがそれぞれかなり

の産額を示していた･日本鉱業(EthioNippon岬ning

Co.)はエリトリアのデハルワ鉱床(Debarwa)の開山を

員指していたが1974年に竪坑･発電機などを何者かに

より爆破され引き揚げざるを得なかった.デハルワで

惇銅を主体とし亜鉛･金･銀は副産物として生産するI

予定であった.

エチオピアの金産額はこれまで1,000kgを超えたこと一

はなく現在アドラで500-600㎏/年生産しているに過ぎ

ない.

エリトリア鉱床区

先カンブリア時代(約700M｡)の火山岩･堆積岩累層中

に胚胎している層状硫化物鉱床と合金石英脈鉱床からな

る約20の旧坑がアメマラを中心に分布している.火山

岩･堆積岩累層は緑色片岩相に変成し場所により角閃

岩相もみられる｡デバノレワに代表される層状硫化物鉱

床は主として黄銅鉱･黄鉄鉱からなりこれに閃亜鉛鉱

･斑銅鉱･稀に方鉛鉱･四面銅鉱を伴なっている(7.6%

Cu,1.8%zn,1,29/tAu,3099/tAg一目本鉱業の非公開報

告より).鉱化帯は南北にほぼ2㎞つづき40｡～70｡酉

に傾斜し鉱床の厚さは8m～20mで鉱体は断続的に約

500m追跡された.当時の推定鉱量は上記品位で約100

万トンといわれた.鉱床附近の地質記載された鉱床

はアラビア楯状地パラバン層群(700～600Ma)中に胚胎す

る層状硫化物鉱床と非常によく似ている.デハルワは

アスマラの南約25㎞にあり現在エリ十リア人民解放戦線

(EPLF)ゲリラの支配下にありエチオピア政府軍1

ケ中隊の援護でアスマラからデハルワに出掛けたが散発�
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第28図アドラ金鉱山のソ連調査団とともに

第31図アドラ金鉱山附近の山道

第29図アドラ金鉱山採掘現場

第32図ヴォレガ州ネジョ附近の金採掘跡

第30図アドラ金鉱山のソ連調査団により発見された初生鉱床

(合金石英脈)

的な銃撃を受け滞在2時間で早々に引きあげた.こ

の附近の数鉱床がこの型の鉱床といわれる.

合金石英脈は一般に規模カミ小さいが局部的に209/t

Auを超す高品位脈もみられる.平均品位は5g～89/t

Auと記録されている.

エリトリアの漂砂金鉱床は地形の峻しさと河川の流域

面積の狭さから初生鉱床の近くに小規模に見出されてい

るに過ぎない.

西エチ才ピア(ウォレガ)鉱床区

古くからこの地域では現地の住民により小規模ながら

金の採掘が行なわれていた.1972年より日本政府の援

助の一環としてJICAべ一スで目鉱探開チｰムカミこの地

域の広域調査を行なっていたが革命(1974年)のため

調査は中断した.1981年以来日本チｰムの報告書に

もとづいてUNDP鉱床探査チｰムが1984年までこの地

域の有望地域の地球物理･地球化学を含む精査を行なっ

てきたが開発可能な大規模な鉱床は発見されなかった.

地質ニュｰス375号�
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この地域の先カンブリア時代の岩

石は東部から変成度の高い古期(?)

火山岩･堆積岩累層超苦鉄質岩か

らなる通称｢オフィオライト帯｣エチオピアノ

閃緑岩一花闇閃緑岩バソリスとそれクルムク青ナ

1薫烹㍗∴“ケ∴

蕊簑簑讐/､㌧,､

た.しかし岩石の放射年代はほ^/

二㌫㌫㌶如弓1恥川

実証されておらず現在ユネスコのカンベ別≡川ゴレ

ノ卿!､､..･

㌶㌶要二二環として岩石w図柵オライト帯

金鉱床は主1して両端の古期(1)ガ/1越苦鉄質岩体

簑漂鴛鴛11簑京!〆11記1･燐㌧､

l1蓉篶･､＼Y鮎

鮒現地の山師達はこのこ'漱サ､

之ζ二ζ二†;㌶溢｣鴛W/!

❶

り抜いている･20を超える数の旧

第33図エチオピア西部のrオフィオライト帯｣と白金の産地

坑が記載されているがいずれも極

めて小規模で本格的な開発が行なわ

れる見通しはない.漂砂金鉱床の採掘は西部のスｰダ

ン国境クルムクヘ流れる川の流域に点在し多くの掘り跡

がみられる｡

7ドラ金鉱床区(Ado1a)

エチオピア南部シダモ州キブレ･メンギスツの町の近

くにあり古くから金の産地として知られ現在約30名の

ソ連探査開発チｰムにより採掘が行なわれており鉱量

は公表されていないが平均品位は129/tAuで500kg

～600kg/年の生産をあげているといわれる･現在は旧

川筋に濃集した砂金を大規模に採掘し決別している.

この地域の地質は低変成度の火山岩･堆積岩累層の中央

部をrオフィオライト帯｣が走り累層を古期花開閃緑

岩と新潮アノレカリ花南岩が貫入している.Rb-Sr全若

年代で古期花開岩は710土20Ma新期花闇岩は520土

30MaでInitia187Sr/86sr比は｡.703と｡.708でアラビ第34図ユブド附近の景色

1985年11月号�
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ア楯状地の場合と同様の結果を示している(ソ連チｰム

リｰダｰP.R0LDUGIN氏談)･ソ連チｰムは1978年以

来この地域の土壌･河床堆積物による地球化学探鉱

(概査及び精査)を実施しこれまで不明だったアドラ漂

砂金鉱床の原初生金鉱床を数ケ所(ラガ･デンビ,L.g.

Dembi;サカロ,Sacaro;ベダケッサ,Bedakessa;コルコロ

K･･koro)所期アノレカリ花開岩(棚素･ニオブ･錫の異常か

ら)の存在を確認している｡この地域は熱帯雨林地帯

で一歩道からそれると大変なジャングノレであり地化探

の実施は相当の困難を伴ったものと思われる.

(2)白金

面エチオピアのウオレガ州のユブト(Yubdo)及び周

辺のいくつかの鉱床(ガンベラ,G･血b･1aに至る街道沿い)

では白金を産する.鉱床は先カンブリア時代の緑色片

岩相の火山岩･堆積岩累層中のrオフィオライト帯｣の･

超苦鉄質岩体に伴なって胚胎している(第27図).しか

し産出量は極めて低く5kg～10k9/年で現在エチオピ

ア地質調査所(EIGS)のチｰムカミ｢オフィオライト帯｣

のいくつもの超苦辞頁岩体について精査を実施中である.

ユブドの平均品位は2～39/tPtといわれている.

(3)カリ･岩塩･ソｰダゾｰダ

エチオピアではケニアのマカディ湖産のソｰダ灰をガ

ラス原料として輸入しているカミ自給自足を目指して湖

水地域を中心に調査を行なっているが思わしい結果を得

ていない.地熱探査を行なっているアルツの南のシャ

ラ湖(L.Sh.1｡)カ場も塩分力塙く岸には塩が晶出してお

り有望視されている.シャラ湖の南のテツ湖(L.Chitu)

がこれに次ぐ.

カリ･岩塩

アファｰ低地北部エチオピア高原とダナキル･アノレ

プス(地塁)との間をエルク･アリを中心としたアファ

ｰ中軸帯火山鮮が活動し(海嶺型ソレイアイト)北端に

はダロｰノレ(Da1101)陥没地カミあり最低部は海面下180㎜

苧示す..又ファｰ地域は紅海断翠前は紅海の一部であ

っ夜とされ秤海と同様に厚い蒸発岩層を堆積している.

∴ダセｰノレでが?て採掘していた米国パｰソンズ鉱山会=

苧の試錐結果は二率発岩層はL000m以上g厚さで次の

辛う.な層序を示している;

ダ回一ル試錐結果(Pa.sonsC｡,1965)

を7m石膏の帽岩層(Gypsu“CaSO､)

190m岩塩層(H.1ite;N.C1)

15m石膏ぽ富む岩塩層(Ha1it｡十Gypsu血)

40mカリ岩塩カイナイト他カリ鉱物層

(§y1viteKCl;KainiteゴKMg(S04)d3H室O,ほか)

15㎜カイナイト層(KAINITE,KMg(SO｡)C13H.0)

1000m岩塩石膏層(HALITEGypsm).

上部カリ鉱物層のK/Ar年代は76万年～86万年を示し

た･ダロｰルはアファｰ中軸帯火山群の活動で蒸発岩

層が押し上げられ数多くの小火口温泉群温泉から

の沈澱物が堆積しまた黄色オレンジ色青緑色など

色鮮やか湯釜が分布している.多くの温泉水はNaC1

で飽和し沸騰している､温泉水の分析例は次の通りで

ある(亘0LwERDA如d且UTCHINS0N,1968).

(重量%)1.69%KCl,11.70%NaC1,6.49%MgC12,

6-45%CaCl｡ほかにBr,Sr,Bfヒ合物.

ダロｰル地域は先に述べたようにエリトリア解放人民

戦線(EPLF)の勢力範囲で開発ができない状態である

が最近リビア政府はダロ]ルの開発(治安改善を含む)

のために5億米ドノレの援助を行ない近い将来に150万t

/年のカリの採掘を開始すると報ぜられた(エチオピア･

ヘラルド紙,1984)一

なおダロｰルの推定鉱量は1億5000万トンといわれる.

エチオピアの地質調査機関は鉱山･エネルギｰ省に属

するエチオピア地質調査所(Ethiopi･nInstituteofGe一

･1gic･1Su･v･y,略称EIGS)で社会主義路線をとるこ

の国ではアジスアベバ大学の地質･鉱山学科の卒業生的

40名を全員受け入れてレ､る.若い地質屋達は乾期には

フノレにフィｰルドに出てピット･トレンチ掘りから車

の修理まで地質調査･鉱床探査の補助的作業を行なって

いる.これはエチオピアで行なわれているr下放運

動｣の一環となっている｡

国連は革命前から地質調査所強化計画をUNDPによ

り実施していたが1984年に終了した･エチオピア政

府はこれに代るプロジェクトを模索中である.

ヨｰロッパ共同体(EEC)はエチオピアの地熱開発を

行なっており湖水地帯のアノレツアファｰ低地のテン

ダホで試錐及び地表調査を実施しておりテンダホには

イタリア調査団が入っている.

ソ連及び東欧の地質調査チｰムの実態は掴み難いカミ

訪問することカミできたアドラ金山帰路偶然会い食事を

ともにしたオガデン地域の石油調査団などかなりのチｰ

ムが援助に入っている模様である.

6.おわりに

社会主義路線をとるアフリカの国々が革命あるいは独

立後直面する問題は経済開発乃至立て直しのために

必要なrかね｣がないことである･東側諸国は混乱時

には積極的に武器を供給するカミ落ち着いた後は武器代

金の取り立てが厳しく開発のための援助はしてくれな

地質ニュｰス375号�
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い･エチオピアもこの例に洩れず苦しんでいる様であ

るが持ち前のpretendぶりを発揮してかなりしたたか

に行動している.またエリトリアの独立運動で代表さ

れる部族間の争いが熾烈で飢餓問題難民問題など世

界的な騒ぎをひきおこしている･

鉱物資源開発発は予算的にも力を入れられておらず

探査も人海戦術をとらざるを得ない状態でありしかも

主要鉱産地帯であるエリトリアで開発ができないため極

めて苦しレ･.
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